
〈福
島
県
石
川
町
の

「
仲
田
種
苗

園
」
社
長
・仲
田
茂
司
さ
ん
（
５４
）
は

今
月
８
日
、
地
元
で
開
い
た
福
島

第

一
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害

を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、

商
工
業
者
約
３０
人
を
前
に

「
町
全

体
で
乗
り
越
え
て
い
こ
う
」
と
語

り
か
け
た
。

同
社
の
人
気
商
品

「
野
の
花
マ

ッ
ト
」
は
ス
ミ
レ
、
キ
キ

ョ
ウ
、

オ
ミ
ナ

エ
シ
な
ど
草
花
１０
種
以
上

を
寄
せ
植
え
し
た
縦
３４
考
ヽ
横
４６

考
の
植
生
マ
ッ
ト
。
簡
単
な
手
入

れ
で
季
節
の
花
を
楽
し
め
る
こ
の

商
品
は
、
ビ
ル
の
屋
上
緑
化
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
２
０
０

２
年
の
販
売
以
来
、
売
り
上
げ
を

伸
ば
し
、
今
年
２
月
に
は
、
東
京

工
業
大
キ
ャ
ン
パ
ス
や
Ｊ
Ｒ
武
蔵

小
金
井
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で
も
採

用
さ
れ
た
。

震
災
は
そ
ん
な
時

に
起
き
た
が
、
放
射

性
物
質
も
ほ
と
ん
ど

検
出
さ
れ
ず
、
仲
田

さ
ん
は
風
評
被
害
は
ど
こ
か
ひ
と

ご
と
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
。

し
か
し
、
注
文
は
徐
々
に
減
り
、

４
、
５
月
の
売
り
上
げ
は
前
年
の

半
分
に
。
５
月
か
ら
農
場
の
土
と

水
の
放
射
線
量
を
測
定
し
て
、
取

引
先
に
安
全
性
を
訴
え
る
と
、
７

月
以
降
の
売
り
上
げ
は
前
年
比
９

割
ま
で
回
復
。

「
行
け
る
」
と
思

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
８
月
に

「
京
都
五

山
送
り
火
」
で
京
都
市
が
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
松
を

薪
と
し
て
使
わ
な
い
と
発
表
。
商

談
中
だ

っ
た
都
内
の
百
貨
店
か
ら

「
取
引
を
見
合
わ
せ
た
い
」
と
通

告
さ
れ
た
。
〈
フ
も
取
引
先
か
ら
「
本

当
に
大
丈
夫
か
」
と
電
話
が
入
り
、

新
規
の
顧
客
獲
得
は
難
し
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。

仲
田
さ
ん
は
、
７
月
に
町
職
員

や
菓
子
製
造
会
社
と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ
ー
ム

「
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
Ｉ
Ｉ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
」
を
発
足
さ
せ

た
。

「
仲
間
と

一
緒
に
行
動
し
て

い
く
し
か
な
い
」
と
痛
感
し
た
か

ら
だ
。
町
産
業
振
興
課
の
瀬
谷
寿

一
課
長
（
５８
）
は

「
風
評
被
害
対
策

に
民
間
か
ら
立
ち
上
が

っ
て
く
れ

た
の
は
心
強
い
」
と
話
す
。

仲
田
さ
ん
は
こ
の
秋
に
も
全
国

を
飛
び
回
り
、
野
の
花
マ
ッ
ト
を

精
力
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
だ
。

（
長
田
義
治
）

風
評
被
害
対
策

町
全
体
で

福 |1島1石 J:I町

野の花 マ ツ トを手 にす る仲 田さん (福

島県矢吹町 の仲 田種苗 園矢吹農場で )
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